









学 位 論 文 要 約  
 
	 博士論文題目	 	 Calcitonin Gene-Related Peptide による結腸運動亢進・排便誘発作用とその機序に
関する検討	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
  東北大学大学院医学系研究科	 医科学専攻 
	 	 	 	 	 	 	 	 講座	 	 消化器外科学分野 
学籍番号	 	 B5MD5035	  	 	 氏名	 	 	 小野	 智之	 	 	 	 	  
 
 
	 【目的】Calcitonin gene-related peptide (CGRP) の静脈投与が結腸運動に与える影響とその作用機序につ
いて検討した。【方法】雌雄のビーグル成犬に対し、全身麻酔下に開腹し、消化管の輪状筋収縮測定用の strain 
gauge force transducer を回腸末端、近位、中央、遠位結腸の 4 箇所に縫着した。同時に右内頸静脈よりカテ
ーテルを上大静脈まで挿入し、薬剤投与経路とした。上記手術のみのイヌを神経正常群とし、CGRP（0.83, 1.67, 




討した。運動評価項目として巨大伝搬性収縮波（giant migrating contractions: GMCs）の発現、排便の有無、
結腸運動定量化のために薬剤投与後 30分間の波形下面積を測定した Motility index (MI) を用いた。【結果】
CGRP の静脈投与では各濃度において GMCs と排便が誘発された。また、MI は濃度依存性に増加した。ア
トロピンとヘキサメトニウム併用下では CGRP 投与による GMCs と排便の誘発は抑制され、MI も CGRP 単
独投与より低下した。一方、オンダンセトロン併用下では CGRP 投与による GMCs や排便の誘発は抑制され
なかったが、MI は結腸において低下傾向であった。切離再吻合群では GMCs の誘発は神経正常群に比較し抑
制され、MI は切離再吻合部より遠位において低下した。除神経群では GMCs や排便の誘発は抑制されず、
MI は神経正常群よりも増加した。【結語】CGRP の経静脈投与は濃度依存性にアセチルコリンや 5-HT3を介
して結腸運動を誘発する。CGRP による結腸運動の伝搬には壁在神経が重要であり、外来性神経は CGRP に
よる結腸運動を抑制することが示唆された。	
